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学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８

条第１項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告

します。 

１ 会 議 名  加茂高等学校 学校運営協議会（第１回） 

２ 開催日時  令和７年６月２４日（火） １６：００～１８：００ 

３ 開催場所  加茂高等学校同窓会館２階会議室 

４ 参 加 者    会  長  川 合 俊 治    全日制ＰＴＡ会長 

                副 会 長  松 井 彰 良    ウインズコーポレーション 代表取締役 

                委  員    今 井 一 彦  司法書士（欠席） 

尾 関 里 佳    地域代表 

                            長 瀨 美 佳  定時制教育振興会長 

              松 尾 和 樹  可児市議会議員 ＮＰＯ法人縁塾 

              武 市 由紀子  元特別支援学校校長 

              学 校 側    関 谷  篤     校長 

                         西 田 智 子    副校長 

              佐 藤 智 子  事務部長 

              庄 司 幸 宏  教頭 

              若 狭 幹 大  教頭 

                            津 田 健 介  教務主任（全日制） 

              服 部 達 哉  教務主任（定時制） 

              水 口 智 人  生徒指導主事（全日制） 

              武 藤 秀 彦  生徒指導主事（定時制） 

              上 野 智 子  進路指導主事（全日制） 

渡 辺 純 也  進路指導主事（定時制） 

              山 本 僚 郎  特別活動部長（全日制） 

５ 会議の概要（協議事項） 

（１）令和 7年度学校教育目標・具体的重点目標について【全日制】 

  ・令和７年度教育指導の重点及び学校経営計画 

  ・令和７年度各分掌の現状と課題及び年間目標と具体的取組 

意見１：文理探究科という新しい学科の設置に対して、保護者や地域住民の間で名称や 

内容が分かりにくいという声がある。中学生は「自分で課題を見つける」とい 

う学びのスタイルに対して負担感を抱いている可能性があるため、「個に応じ 

た適切な支援を行う」いう学校側の意図を十分に伝える必要があるのではない 

か。 

⇒ 今後、中学校での説明会等の機会において、「文理探究科」の教育内容や支援

体制について、より分かりやすく丁寧に説明していく。特に、「自分で課題を

見つける」という学びのスタイルに対しては、教員が個に応じた支援を行い、

生徒一人ひとりの成長をしっかりと支えていく姿勢を明確に伝える。 

意見２：抱える課題の中に「文理探究科を推進するための部署設置と探究的な学習の取 

り組みを効果的に発信する体制づくり」とあるが、4月からすでに文理探究科 

が始まっている中で、改めて「体制づくり」と表現されているとはどういうこ 

とか。 

 

 



別紙様式３ 

2 

 

⇒「体制づくり」とは、来年度以降を見据え、分掌として文理探究科を体制的に独 

立させ、推進していくという意味である。今年度は、教務部内で探究科として 

運営しているが、来年度からは文理探究科が２学年に増えるため、分掌として 

の明確な体制を整え、継続的かつ組織的に取り組んでいく必要があると考える。 

意見３：教員の業務は「ビルド＆ビルド（積み重ね）」の傾向が強く、業務を見直し不 

要なものをスクラップしていかなければ、教員の負担感が増し、疲弊につなが 

る。持続可能な教育活動のためには、業務の精選と効率化が不可欠である。 

意見４：学習課題が多さに負担を感じている生徒もいるのではないか。課題の先に達成 

感や成功体験があることをしっかりと伝え、前向きに取り組めるような指導を 

お願いしたい。「クリエイティブチャレンジデー」は、課題にじっくり取り組 

める時間を確保できる点において良い取り組みであるといえる。 

意見５：個に応じた適切な支援を行うために導入した学習支援ツールについて説明して 

ほしい。 

     ⇒ 生徒一人ひとりに応じた適切な学習支援を行うために、ベネッセの個別学習支 

援ツール「Classi」を導入した。これにより、生徒の学習状況を把握し、必要 

に応じた指導やフォローが可能となっている。 

意見６：部活動の加入率について伺いたい。中学校では、単独チームの維持が難しく、 

合同チームでの活動が多くなっているが、本校ではどのような状況か。 

⇒ １年生の部活動加入率は９２％で、学校全体では約８０％が加入している。未加 

入の生徒の中には、少林寺拳法などの地域クラブやダンス、スケートボードなど 

に取り組んでいる生徒もおり、何も活動していない生徒はほとんどいない状況で 

ある。 

意見７：今年度の学校パンフレットについて、内容・デザインともに分かりやすく、学 

校の特色がよく伝わっている。 

意見８：今後は、推薦入試がますます一般化していくと聞いている。本校の総合型選抜 

や学校推薦型選抜による合格者は、今年度どのくらいの人数だったか。推薦入 

試の傾向や割合についても、可能であれば教えてほしい。 

⇒ 令和７年度の進路実績について、国公立大学への総合型選抜等による合格者は 

現役生４８名中１２名だった。私立大学については、総合型選抜や学校推薦型 

選抜による早期出願や併願が多く、合格件数は１００件を超えている。推薦入 

試の活用が進んでおり、今後もこの傾向が続くと見込まれる。 

（２）令和 7年度学校教育目標・具体的重点目標について【定時制】 

  ・令和７年度教育指導の重点及び学校経営計画 

・令和７年度各分掌の現状と課題及び年間目標と具体的取組 

意見１：外国籍の生徒が 7割を占めており、進路実現に向けて何とか対応している状況 

とのことだが、実際のところ、現場の実情はどうなっているのか。 

   ⇒ 今年度の就職者は７名で、そのうち日本人が３名、外国籍の生徒が４名である。 

県外就職は外国籍の生徒２名で、愛知県内の企業に採用された。 

そこでは、外国籍社員と日本人正社員との間のコミュニケーションを担う役割と 

して期待されており、語学力を活かした人と人をつなぐ仕事に従事している。 

外国籍の生徒が持つ言語能力という強みを活かし、進路実現につながった好事例 

である。 
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意見２：意見１の事例は成功例ではあるが、地元企業の理解と協力が不可欠であり、今後 

の課題解決の糸口になることを期待している。 

意見３：令和４年度以降、就業実績が減少しているのは、生徒数の減少が要因か。令和６ 

年卒業生の入学時の人数は何名か。一定の割合で減っているように見受けられる 

が、実際の状況を教えてほしい。 

⇒ 令和６年度および令和７年度の募集定員は６０名に拡大されており、それ以前は

４０名の定員であった。１・２年生は定員が増えたことにより、在籍者数も増加

している。令和６年度卒業生については、入学当初は３５名が入学したが、その

後１５名が進路変更している状況である。 

意見４：全日制と定時制で、何か連携して取り組んでいることはあるか。  

    ⇒ 今年度は、定時制と全日制の相互授業見学を計画している。定時制では、学び直 

しも含めて、生徒一人ひとりに応じた指導を行っており、全日制の教員、特に経 

験年数の浅い教員にとっては、参考になる点が多いと考えている。 

 

６ 会議のまとめ 

第１回学校運営協議会では、全委員より今年度の本校の教育指導の重点及び学校運営計

画について承認が得られた。 

本校のあるべき姿に対して様々な意見があり、学校運営協議会委員の方からの期待の大

きさを改めて感じた。生徒一人ひとりの多様な背景や学びのスタイルに応じた教育を大切

にしながら、文理探究科の理解促進と支援体制の充実、教員の業務負担を軽減しつつ、組

織的な体制整備を進め、探究的な学びを継続的に推進していきたい。また、課題に取り組

む意義や成功体験を丁寧に伝え、生徒の意欲を育む指導を心がけていきたい。 

外国籍生徒の進路支援にも力を入れ、地域との連携を深めながら、生徒が持つ言語能力

などの強みを活かせる機会を広げていく。定時制との連携や部活動・地域活動の支援、広

報の工夫を通じて、学校全体の魅力と教育の質をさらに高めていきたいと考えている。 


